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「
中
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正

　
平
成
二
十
年
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
、
国
家
公
務
員
の
勤
務
時

間
の
短
縮
及
び
労
働
基
準
法
の
改

正
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
時
間
の

短
縮
及
び
時
間
外
勤
務
手
当
の
一

部
に
係
る
代
休
制
度
の
新
設
の
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

「
中
野
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
船
員
保
険
法
及
び
地
方
公
務
員

災
害
補
償
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
を
基
本
と
し
、
長

野
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま

え
、
市
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
特
別
職
等
の

給
料
月
額
等
及
び
期
末
手
当
の
額

を
減
額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
」
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
を
基
本
と
し
、
長

野
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま

え
、
職
員
の
給
料
月
額
、
期
末
手

当
等
を
減
額
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　11月27日から12月15日まで、19日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、条例案５件、予算案４件、
事件案４件のあわせて14件が審議され、いずれも原案どおり承認及
び可決となりました。また、決議、意見書などについても審議され
ました。
　ここでは、主な内容をお知らせします。

12月の市議会定例会報告

「
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
の
一
部
改
正

　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
平
成
二
十
一
年
度
中
野
市
一
般

会
計
補
正
予
算
」の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　
平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
、
一
億
二
、
三
一
六
万
四
、

〇
〇
〇
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
、
二
〇
〇
億
七
、

六
二
〇
万
九
、
〇
〇
〇
円
と
し
ま

し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
企
画
費
で
、
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
運
行
費
補
助
金
五

九
四
万
余
円
及
び
、
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
積
立
金
二
五
二
万
余
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
●
情
報
政
策
費
で
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
補
助
金

内
示
に
伴
う
、
地
域
情
報
基
盤
整

備
工
事
費
九
〇
八
万
余
円
を
追
加

〈
民
生
費
〉
●
障
害
者
福
祉
費
で
、

自
立
支
援
事
業
に
伴
う
、
共
同
生

活
介
護
給
付
費
等
各
種
扶
助
費
五
、

二
九
〇
万
余
円
を
増
額
●
保
育
所

費
で
、
児
童
の
中
途
入
所
等
に
伴

う
、
嘱
託
保
育
士
報
酬
七
七
〇
万

余
円
及
び
、
臨
時
保
育
士
賃
金
六

八
〇
万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

〈
労
働
費
〉
●
勤
労
者
福
祉
施
設

管
理
費
で
、
中
野
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
配
管
取
替

工
事
費
等
六
八
万
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
耕
種
園
芸

費
で
、
補
助
金
制
度
改
正
に
伴
う
、

害
獣
対
策
事
業
補
助
金
二
二
七
万

余
円
の
減
額
及
び
補
助
採
択
に
伴

う
園
芸
産
地
育
成
事
業
補
助
金
一

三
七
万
余
円
を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
観
光
費
で
、
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事

業
補
助
金
採
択
に
伴
う
、
間
山
温

泉
温
水
ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
費
等

四
六
〇
万
余
円
を
追
加

〈
土
木
費
〉
●
新
幹
線
関
連
事
業

対
策
費
で
、
事
業
費
確
定
に
伴
う

水
文
調
査
委
託
料
四
一
八
万
余
円

を
減
額
●
道
路
舗
装
費
で
、
道
路

の
舗
装
整
備
に
伴
う
道
路
補
修
用

材
料
費
一
七
五
万
余
円
を
増
額
●

土
地
区
画
整
理
事
業
費
で
、
草
間

山
区
画
整
理
予
定
地
の
測
量
設
計

委
託
料
等
四
六
三
万
余
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
総
務
費
で
、

高
額
医
療
及
び
高
額
介
護
合
算
制

度
シ
ス
テ
ム
開
始
に
伴
う
、
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
一
六
三
万

余
円
の
追
加
及
び
、
事
業
費
確
定

に
伴
う
介
護
保
険
電
算
シ
ス
テ
ム

委
託
料
八
二
万
余
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
農
業

集
落
排
水
事
業
費
で
、
交
差
点
改

良
に
伴
う
、
管
路
施
設
工
事
費
等

一
七
五
万
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
配
水
施
設
改
良

費
で
、
高
丘
送
水
ポ
ン
プ
更
新
に

伴
う
、
配
水
施
設
改
良
工
事
二
五

〇
万
円
を
増
額

　
一
本
木
公
園
、
一
本
木
公
園
展

示
館
、
一
本
木
公
園
中
野
小
学
校

旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
中
野
浄
化
管
理
セ
ン

タ
ー
の
水
処
理
施
設
に
お
い
て
、

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
機
械
、

電
気
設
備
等
の
改
築
更
新
工
事
を

委
託
す
る
こ
と
に
関
し
、
協
定
を

締
結
し
ま
す
。

学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

機
器
の
取
得

　
各
学
校
間
及
び
各
学
校
と
教
育

委
員
会
と
の
事
務
処
理
の
円
滑
化
、

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
「
情

報
の
共
有
化
」
と
「
漏
え
い
対

策
」
を
促
進
す
る
た
め
、
学
校
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
機
器
を

購
入
し
ま
す
。

中野市長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

小田切　治世

条
　
例

補 

正 

予 

算

協
定
の
締
結

財
産
の
取
得

指
定
管
理
者
の
指
定

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
市
政
に
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
来
の

円
高
に
よ
り
日
本
経
済
を
は
じ
め

当
市
の
産
業
も
大
き
な
影
響
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
中
小
企
業
者
の
皆

様
に
対
し
て
緊
急
で
低
利
な
融
資

を
実
現
し
、
経
営
安
定
と
経
営
基

盤
強
化
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
四
月
か
ら
、
市

と
北
信
総
合
病
院
が
協
力
し
て
、

医
療
に
関
す
る
電
話
相
談
が
で
き

る
「
中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
」

を
開
設
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
か
ら
市
民
の
皆
様

の
交
通
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

集
落
内
の
各
停
留
所
を
決
ま
っ
た

時
間
に
出
発
し
、
ど
の
停
留
所
か

ら
乗
っ
て
も
、
ど
の
停
留
所
で
降

り
て
も
同
一
料
金
の
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
や
、
集
落
か
ら
市
街
地
や

病
院
ま
で
を
結
ぶ
「
お
出
か
け
タ

ク
シ
ー
」
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
は
、
地
域
の
足
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て
は
、
必
要
・
不
可
欠
な

事
業
を
厳
選
し
て
実
施
し
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
ソ
フ
ト
事
業
に

重
点
を
置
い
た
政
策
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
中
で
も
、
子
育
て
家
庭
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
料
の

多
子
軽
減
の
拡
大
、
長
時
間
保
育

実
施
園
の
拡
大
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
の
振
興
に
つ
い

て
は
「
売
れ
る
農
業
」
を
更
に
推

進
し
、
生
産
者
の
立
場
に
立
っ
た

施
策
の
推
進
、
陣
屋
前
広
場
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
中
野
高
校
跡
地
利
活

用
等
の
検
討
を
更
に
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
有
形
文
化
財
の
土
偶

が
昨
年
の
九
月
十
日
か
ら
十
一
月

二
十
二
日
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
市
大
英
博
物
館
に
お
い
て
、

文
化
庁
等
が
主
催
し
開
催
さ
れ
た

美
術
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
、
本
年

の
二
月
二
十
一
日
ま
で
東
京
国
立

博
物
館
に
お
い
て
帰
国
展
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
土
偶
は
、
昭
和
五
十
四
年

に
大
俣
地
籍
の
姥
ヶ
沢
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
に
復

元
さ
れ
た
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ

り
、
約
四
千
年
前
の
縄
文
時
代
中

期
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
四
月
か
ら
は
市
立
博
物
館

で
展
示
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
市
を
練
習
本
拠
地
と
す
る
Ｂ

Ｃ
リ
ー
グ
長
野
県
民
球
団
「
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
」
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
選
手
た
ち
は
、
中
野
市
民
で
も

あ
り
、
市
を
あ
げ
て
応
援
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
も
、
夢
を
持
ち
挑
戦
を

続
け
る
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

土偶
　
市
内
姥
ヶ
沢
遺
跡
か
ら
昭
和
五

十
七
年
に
出
土
し
た
土
偶
は
、
市

指
定
有
形
文
化
財
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
の
大
英
博
物
館
や
国
立
博
物

館
の
企
画
展
に
展
示
さ
れ
、
国
内

外
の
注
目
を
集
め
る
貴
重
な
文
化

財
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
土
偶
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
土
偶
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
、
愛
称

（
文
化
財
の
愛
称
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
）
と
そ
の
理
由
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
を

明
記
し
て
い
た
だ
き
、
直
接
持
参

い
た
だ
く
か
応
募
箱
へ
投
か
ん
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ハ
ガ
キ
、
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま

す
。

応
募
用
紙
・
応
募
箱
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
、
豊
田
支
所
、
各

公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館

応
募
点
数
　
一
人
何
点
で
も
可
、

た
だ
し
同
一
名
称
の
応
募
は
一
点

限
り
と
し
ま
す
。

愛
称
の
表
し
方
　
漢
字
、
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
に
限

り
ま
す
。

募
集
期
限
　
三
月
三
十
一
日
㈬

審
査
　
応
募
い
た
だ
い
た
愛
称
の

う
ち
、
同
じ
愛
称
で
応
募
数
が
多

い
上
位
十
点
を
選
び
、
市
立
博
物

館
協
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
中
か

ら
決
定
し
ま
す
。

結
果
発
表
　
広
報
な
か
の
等
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

そ
の
他
　
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

愛
称
に
つ
い
て
の
一
切
の
権
利
は

中
野
市
に
帰
属
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
０
０
４
６

中
野
市
大
字
片
塩
一
二
二
一
番
地

中
野
市
立
博
物
館

☎
22
２
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル
　hakubutukan@

city.
nakano.nagano.jp

募集します

の愛称

※
実
際
の
大
き
さ
と
は

　
異
な
り
ま
す

専
決
処
分
の
報
告


